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球陽高校
SSH通信 終着点は重要じゃない。

旅の途中でどれだけ楽しいことをやり遂げてい
るかが大事なんだ。

スティーブ・ジョブズ

偉人の言葉

理物

テーマ検討会

SS 理数Ⅱ探究

木暮 一啓 副学長（琉球大学理事）
辻 瑞樹 教授（琉球大学農学部）
照屋 俊明 教授（琉球大学教育学部）
福本 晃造 准教授（琉球大学教育学部）
古川 雅英 教授（琉球大学理学部）

学化物生

学

学数

●糸電話の横波の消失について
●最適なロケットの形状を探す
●有効で有用な有孔ボード

～ピッチの長さと吸音率の関係～
●扇風機の音の大きさを小さくしよう！

●変質しにくい天然糊の研究
●オオバコの抗菌成分の抽出
●はちみつから希少糖を作る
●色素増感太陽電池
●オブラートを強化してプラスチックを減
らす

●油の状態を変える

●伝統野菜ツルナについて
～塩と光の関係性～

●多巣性アリの栄養交換はどこまで伝播する
か？

●オオシロアリタケの栽培方法
●イシクラゲの含水率と光合成速度の関係
●飼育下チンパンジーにおける採食エンリッ

チメントの効果について
●ヤドカリを殻から出すには
●シリケンイモリの位置情報から生態をしり

たい!!
●酸性度とエビの巨大化
●シャコの体色と環境の因果関係●漂着軽石の活用法

●多孔質の物質による赤土の流出対策

●同じ学年の人で何人と恋人になれるかの
確率

●内接する図形について
●不可能立体の分類と作出
●すべての n - ヤング図形を含む最小図形
について

●相手の感情をコントロールしよう
●音楽の数学的解釈
●ダイクストア法から考える条件付き経路
●ケーキの等分方法

５月２６日４，５校時に理数科２年生で
取り組んでいる「理数探究Ⅱ」のテーマ検討
会が行われました。テーマ検討会では、物理
・化学・生物・地学・数学・総合科学の６領
域に分かれて、研究のテーマや仮設、命題、
研究の計画を発表しました。
大学の先生の前でグループでの研究を伝える
難しさを感じたと思います。多少の緊張感は
出ていましたが、皆さん堂々とした発表態度
で、とてもよい検討会でした。研究アドバイ
ザーの先生から頂いたアドバイスを基に、９
月１４日に予定している中間報告会までにき
ちんと計画を立てて頑張っていきましょう。

前野 昌弘 准教授（琉球大学理学部）
山城 康一 准教授（琉球大学教育学部）
杉尾 幸司 教授（琉球大学大学院教育学研究科）

研究アドバイザーの先生方

地

総合科学
●「honest」の開発
●音楽と記憶能力の相互作用について
●可溶性タンパク質が豊富な納豆を生み出
す


